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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  73/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  69/48     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/37     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  73/02    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  69/48    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/37    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月15日(2011.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＨ基及び場合によってはＮＨ２基を有する少なくとも１種のモノマー単位を含有する
第１のポリマーをアルコキシ化するための方法において、その際、第１のポリマーは、少
なくとも５００ｇ／モルの分子量Ｍｗを有し、
（ａ）溶剤を含有する反応混合物中で、第１ポリマーとアルキレンオキシドを、それぞれ
のＮＨ基及びそれぞれの場合によるＮＨ２基（これは２個のＮＨ基として換算される）の
アルコキシ化の平均度合いが０．７５～１．２５になるまで反応させ、
（ｂ）式（Ｉ）
【化１】

［式中、Ｒは１～２０個の炭素原子を有する直鎖又は分枝のアルキル基であり、それぞれ
のＲ’は独立して、１～２０個の炭素原子を有する直鎖又は分枝のアルキル基又は水素で
あり、それぞれｎは独立して１～５であり、かつｍは５～４０である］の第２ポリマーを
、工程（ａ）の反応混合物に添加し；
（ｃ）工程（ｂ）の反応混合物から溶剤を少なくとも部分的に除去し；かつ
（ｄ）さらに、工程（ｃ）の反応混合物とアルキレンオキシドを、与えられた温度で、第
１ポリマーのそれぞれのＮＨ基及びそれぞれの場合によるＮＨ２基（これは２個のＮＨ基
として換算される）のアルコキシ化の平均度合いが２～４０になるまで反応させる工程を
含む、前記方法。
【請求項２】
　第１ポリマーがポリアルキレンイミン、ポリビニルアミン、ポリエーテルアミン、又は
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アミノ基含有ポリアミドである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１ポリマーがポリエチレンイミンである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　アルキレンオキシドがエチレンオキシドである、請求項１から３までのいずれか１項に
記載の方法。
【請求項５】
　溶剤が水を含む、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　式（Ｉ）中、Ｒは１～１０個の炭素原子を有する直鎖又は分枝のアルキル基である、請
求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　式（Ｉ）中において、Ｒ’が独立してメチル又は水素である、請求項１から６までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　式（Ｉ）中のｎが１である、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　式（Ｉ）中のｍが５～３０である、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　工程（ｃ）中において、溶剤を少なくとも部分的に蒸留により除去する、請求項１から
９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　工程（ｄ）中の第１ポリマーのアルコキシ化の平均度合いが２～２０である、請求項１
から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　工程（ｄ）を、５５℃～１６０℃の範囲の温度で実施する、請求項１から１１までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　工程（ｄ）を、塩基触媒の存在下で実施する、請求項１から１２までのいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１４】
　第１ポリマー及び第２ポリマーのアルコキシ化生成物を含む、請求項１から１３までの
いずれか１項に記載の方法により得ることが可能なポリマー組成物。
【請求項１５】
　第２ポリマーのアルコキシ化生成物の量が、第１のポリマーのアルコキシ化生成物の全
量に対して１～１０質量％である、請求項１４に記載のポリマー組成物。
【請求項１６】
　洗浄剤組成物中での請求項１４又は１５に記載のポリマー組成物の使用方法。
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